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1   はじめに 
生体の動きのようなしなやかな運動を、人工的な

分子集合体によって構築することは、超分子科学の

一大テーマです。 
私たちのグループでは、オレイン酸を主構成分子

とした数百μｍサイズの分子集合体を対象に、自発

的運動の仕組みの解明と、受動的（光刺激応答的）

な運動発現を目指した研究を展開しています。 
この巨視的な運動に際し、分子集合体の中で分子

の集積挙動がどのように変化しているのか、マイク

ロビーム X 線小角散乱(BL-4A)によって解析させて

頂いており、その進展を報告させて頂きます。 

2   実験 

オレイン酸とアゾベンゼン誘導体を水中で混合す
ると、ベシクル型、螺旋型、釣鐘型など多様な形の
集合体を形成します。それぞれの試料からの散乱像
を得るために、顕微鏡がセットアップされた BL-4A
マイクロビーム X 線小角散乱測定系(多層膜分光器、
9–12 KeV)にて、試料を松浪 No.00 のカバーグラス
に挟んで計測を行いました。 

3   結果および考察 

散乱像の取得は、ガラスによる X 線の吸収や、集

合体の柔軟な構造特性などにより苦労しました。し

かし、露光時間 30 秒で、いくつかの集合体からの

散乱像を得ることができました。 
このうち、光刺激応答による巨視的な運動が小さ

い釣鐘型の分子集合体は、逆ヘキサゴナル型の分子

集積によって形成されていることが分かりました。

また、光照射による巨視的運動が小さくても、散乱

像から求められる d-空間は変化しており、内部では、

分子の集積状態が変化していることが分かりました。 
一方、光刺激にダイナミックに応答する螺旋型の

集合体については、いくつかの集合体からの散乱像

取得に成功しているものの、その数は少なく、継続

実験が必要です。 

4   まとめ 

本研究は、まだ実験途上の段階です。これまでの
PF での実験結果に基づいた研究成果は、学会誌(図
1)[1]および学会発表 1,2で高く評価されており、PF の
共同利用に心より感謝する次第です。 

 
図１：英国王立化学会速報誌 Chemical 

Communications の Featured Article / HOT Article とし

て採用される。図は採用予定の表紙画。[1] 
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